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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)
本研究では、巨大な π共役系分子を特異的 に認識す るレセプター を、配位結合を駆動力と
した自己組織化によって効率的に構築 し、その レセプターとπ共役系分子の π‐π相互作用
を利用 した機能創出を 目的 として研究を行 った。
具体的 な成果 と して、右図に示
す コンセ プ トに基づ いたパネル状
有機多座 配位子お よび ピラー を設
計 ・合成 し、 レセ プター内部の空
間 に π‐π相 互作用 を利用 した π
系分子の取 り込みを行 った。その結果、下図のよ うな各コンポーネ ン トを組み合わせ たと
きに、大 きな π共役系を持 った トリフェニ レン誘導体を一分子取 り込んだレセプターの自
己集合 に成功 した。
ここでパネル分子 を拡 張する ことによ り、さらに大きな π系分子の特異的な認識および
複数の π共役系分子の平面的な集積 を目指 した。芳香環10枚か らなるパネル配位子を合成
し、パ ラジウム錯体 との 自己集合を行ったところ、パネル配位子の構造が柔軟なため にピ
ラーとな る分子 を用 いることな くπ系分子 レセ プターの構築 に成功 した。内部に取 り込む
分子の大 きさを変える ことで、 レセ プター は一分子 または二分子の π共役系分子の認識に
最適となるよ うに構造変化 を起 こすことを見出した。
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